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１．はじめに

　現在、「なまずの会」には表１に示す４０名の観測会員がおり、神奈川県を中心に全国２８ヶ

所（図１）でほぼ毎日２回欠かさずに地下水位等の観測が続けられています。観測した結果

は、通信はがきなどにより事務局（温泉地学研究所）に送られてきます。また、日常の観測

において会員が異常を感じた時は、通信はがきにコメントされたり、直接電話で連絡があ

＊       神奈川県温泉地学研究所　　〒２５０－００３１　神奈川県小田原市入生田５８６　
資料，神奈川県温泉地学研究所観測だより， 通巻第５２号， ４３‐６０， ２００２．

「なまずの会」地下水位等観測結果（２００１年）

代田　寧＊、板寺一洋＊、伊東　博＊

図１　地下水位等観測井の分布
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ります。会員から送られてきた観測データは直ちにコンピュータ入力され、グラフ化して

異常変化がないか検討します。

　本報告には、会員の方々から送られてきた観測データに基づいて作成した年間の水位変

化グラフを示してあります。グラフには水位の変化に影響を与える気圧と雨量をあわせて

表示しました。なお、図中の会員名の後に記載した番号は、当所の総合研究データベース

においてデータ管理をするためのもので、会員番号に便宜上０００１などの４桁の数字を付し

たものです。

２．観測井の水位変化の特徴

　これまでの観測結果から、各観測井における水位変化の特徴をみると、大きく３種類の

タイプに分類できます。一つ目は降雨に対して敏感な井戸で、雨が降るとすぐに水位が上

昇し、雨がやむと低下するタイプです。「なまずの会」の観測井の多くは、このタイプに該

当します。とくに、太田観測井（No．１７）、田畑観測井（No．２０１）、村田観測井（No．３８４）、荻

野観測井（No．４３３）などはこのタイプの典型的な井戸であり、降雨後短時間で水位が上昇す

ることにより鋭いピークを示すため、鋸状のグラフになるのが特徴です。２００１年は大型の

台風が８月下旬（台風１１号）と９月中旬（台風１５号）に上陸し、箱根町消防仙石原分遣所にお

いてそれぞれ３００�と６００�の降雨を観測するなど記録的な大雨となりました。そのため、

このタイプの観測井では、この２つの台風がもたらした大雨による大きな水位のピークが

見られます。

　二つ目は、先のタイプほど降雨に敏感ではなく、少量の雨では水位は上昇しないが、多

量の雨が降ると上昇するタイプです。このタイプの水位変化グラフは比較的ゆるやかな山

谷を描くのが特徴で、及川観測井（No．２７）、河原観測井（No．１８９）、高麗観測井（No．２４２）な

どが該当します。これらの観測井では、普段はあまり水位の変化はありませんが、台風や

梅雨時期のような雨量の多い時に水位が上昇しているのが分かります。

　三つ目は、季節的な変化はありますが、降雨による水位変化がほとんど見られない井戸

表１　「なまずの会」観測会員一覧（＊は観測休止中）
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です。鳥海観測井（No．１３０）、冨浦観測井（No．３１０）、坂城戸倉上山田消防観測井（No．３７８）

などが該当します。これらの観測井では、大雨が降った台風の時でもあまり水位が変化し

ていません。

３．水位変化と地震との関係

　水位変化グラフには、２００１（平成１３）年に発生した地震のうち、東京と横浜が共に有感で

あったもの（表２）を矢印で示しました。これらの地震に関して、明らかに前兆と判断され

る水位変化は認められませんでした。ただし、太田観測井（No．１７）の５月３１日茨城県南部

M４．５、１０月２日福島県沖 M５．４や、村田観測井（No．３８４）の１０月２日福島県沖 M５．４、高麗

観測井（No．２４２）の１０月１８日茨城県南部 M４．３のように、水位が上昇した後地震が起こって

いるように見えるところがあります。しかし、上述したように太田観測井（No．１７）と村田

観測井（No．３８４）は降雨に敏感な一つ目のタイプに該当し、これらの水位上昇が観測された

時は、ほぼ同時期に雨が降っています。また、高麗観測井（No．２４２）はそれほど降雨に敏感

ではない二つ目のタイプですが、ちょうど水位が上昇し始める時に約１２０�の雨が降って

おり、この大雨による影響と考えられます。このように降雨の影響が大きい観測井では、地

下水位の変化が地震の前兆であるか否かを判断しにくい場合が多く、十分に検討する必要

があります。

４．おわりに

　１９７６（昭和５１）年５月に「なまずの会」が発足してから、すでに２５年以上が経過しました。

これまで何度となく「なまずのしっぽ」を捉えてきました（伊東、宮下、２０００）が、ひとえに

観測会員の長きにわたる日々の努力によるものであり、頭が下がる思いです。毎日の観測

は大変だと思いますが、今後ともよろしくお願いいたします。
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表２　東京、横浜が共に有感の地震と、異常変化の有無（２００１（平成１３）年１月～１２月まで）
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